
次回の発行は、令和６年（2024年）２月１日（木）です。
（新聞折り込みは、令和６年２月４日（日）に行います。）みえ県議会だよりは、年7回（4、5、7、8、10、12、2月の各月1日）発行しています。

議会の開催予定は県議会ホームページの「議会の日程」をご覧ください。 4

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　10月４日、横浜商科大学の羽田耕治
名誉教授を講師にお招きし、令和５年
度第１回議員勉強会を開催しました。
　三重県では、「みえ元気プランで進め
る７つの挑戦」の１つに、「三重の魅力
を生かした観光振興」を掲げ、取り組
みを進めています。また、今年度は次
期三重県観光振興基本計画の策定を進
めていることから、「三重の魅力を生か
した、これからの観光振興」と題して、
お話いただきました。
　勉強会では、観光用語やこれからの
地域観光政策を考えるうえで押さえる
べきポイントについて解説いただくと
ともに、三重のどういった魅力を誰に
どう訴求していくかなど、具体的なご
提案をいただき、今後の三重県におけ
る観光振興の在り方について考える機
会となりました。

食料自給総合対策調査特別委員会で調査を進めています議員勉強会を開催しました

三重県議会インターンシップ実習生からの
提案を受けましたみえ県議会出前講座を実施しました

議員勉強会の様子
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　県議会では、議会における監視機能の強化や政策立案の充実、地方
分権の推進に資する人材の育成などを目的として、インターンシップ
実習生を受け入れています。20人目となる今年は、京都大学大学院
の学生を実習生として受け入れました。

実習内容
・議員との意見交換　・本会議や常任委員会等の傍聴　等

報告会
　実習終盤、議員を前に「県議会の政策立案能力の強化を目指して」
というテーマで県議会に対して提案をしていただきました。発表では、
政策立案機能の強化とし
て政策提案制度の推進や
大学との連携を提案いた
だくとともに、政策を伝
えるための手段として議
事録の要約の公開や主権
者教育を提案いただき、
議員との間で活発な質疑
応答が行われました。

　県議会を身近に感じてもらうことを目的に、議員が学校に出向いて
授業を行う「みえ県議会出前講座」を実施しています。
　10月 19 日に実施した学校法人津田学園の津田学園小学校での様
子をお伝えします。

　広聴広報会議の委員が２名で学校を訪問し、県議会の仕組みや議員
の仕事などを動画やスライド資料を使用しながら授業をしたあと、み
なさんからのたくさんの質問に答えました。

＜児童からの質問＞
「会議を開ける日が増えてきた
（通年議会）のはなぜですか？」
「期日前投票ってなにですか？」
「採決の時に同じ数だったらどう
するのですか？」
など

随時募集
　出前講座は、学校からの申し込みを受けて実施して
います。詳しくは県議会ホームページをご覧ください。 みえ県議会

出前講座

参考人招致【６月 28日】【７月 10日】
　食料自給力の現状、課題、今後取り組むべき方向
性について意見交換を行いました。
　団体
　■三重県漁業協同組合連合会
　■東海農政局
　■三重県農業協同組合中央会
　個人
　■�鈴木宣弘氏（�一般財団法人食料安全保障推進財団理事長、

東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

　日本の食料自給率はカロリーベースで 38％と先進国の中で最低水準です。また、世界では不安定な
国際情勢に加え人口増大、温暖化に伴う異常気象の頻発等、食料需給を巡るリスクが高まっています。
これらの状況を踏まえ、これからの食料の安定供給について調査・議論を行っています。

執行部聴取【８月７日】
　県の「食」に関する取り組みを幅広く聴取しました。
■農林水産部
　�農業、水産業の各条例における食料安定供給の位
置づけと関連する取り組み
■環境生活部
　�食品ロス削減への取り組みおよび豊かな海づくり
の取り組み
■雇用経済部
　食関連産業の振興に関する取り組み
■観光部
　�ガストロノミーツーリズムに関する取り組み
■教育委員会事務局
　�学校給食を通じた食育の推進、学校給食における
地産地消の取り組み、県立高校における農業教育

県内調査【９月 21日】
　地産地消を幅広く進めている優良事例や実際
の農家の方の経営実態について、現場視察を交
えて、意見交換を行いました。
■多気町　
　有機農業の推進・地産地消の取り組み
■伊勢農業協同組合　
　農家が抱える課題等

出前講座の様子

報告会の様子


